
平成27年度 産業システム工学プログラム

科目区分・分類 一般・実習 対象学科名・学年 電子制御4年 科目コード 47001640

科目名 スポーツⅠ　Sports Ⅰ

担当教員 黒岩　敏明

単位数（時間数） 必修　後期　1単位　（30時間） 学習・教育目標との対応 (A-2)

授業の
目的と概要

各種運動の合理的実践を通して，運動の楽しさや喜びを体得し，生涯にわたりスポーツを
実践できる能力，各種技能及び体力の向上を図る．また，心身の健康のために，積極的に
運動と関わるライフスタイルの基礎をつくる．

先修科目 保健・体育Ⅲ

後修科目 スポーツⅡ

備考
やむを得ない理由により欠課時数が総授業時数の1/10（3 時間）を超えてしまった場合に
は，申し出により補習を行うことがあるが，その場合でも欠課時数の合計が，総授業時数
の1/5以内を目安とする．

授業項目 時間 内容

1 スポーツと健康（喫煙と健康障害など），体操 4 喫煙が健康に及ぼす悪影響について．

身体的緊張をほぐす各種体操，ストレッチ，補強運動等

の具体的方法の理解と実践．

2 持久走 2 学校外周2周･･･２回

3 種目選択Ⅰ 12 種目選択Ⅰ（屋外種目）の中から1種目選択する．

4 　　屋外種目（テニス） サーブやスマッシュなどに関する応用技術・戦術の理解

と実践．

5 　　屋外種目（サッカー） オフェンスシステムやディフェンスシステムなど，応用

技術・戦術の理解と実践．

6 　　屋外種目（ソフトボール） アウトカウントやランナー，得点差やイニングに応じた

攻撃や守備に関する応用技術・戦術の理解と実践．

7 種目選択Ⅱ 12 種目選択Ⅱ（屋内種目）の中から1種目選択する．

8 　　屋内種目（バレーボール） サーブやアタック，リベロの役割や活用など，応用技術

・戦術の理解と実践．

9 　　屋内種目（卓球） サーブやスマッシュなどに関する応用技術・戦術の理解

と実践．

10 　　屋内種目（バドミントン） サーブやスマッシュなどに関する応用技術・戦術の理解

と実践．

11 　　屋内種目（バスケットボール） オフェンスシステムやディフェンスシステムなど，応用

技術・戦術の理解と実践．

12 　　屋内種目（フットサル） オフェンスシステムやディフェンスシステムなど，応用

技術・戦術の理解と実践．

13 　　屋内種目（トレーニング） フリーウエイト，自転車等を利用したトレーニングの実

践と応用．

学習・教育目標を
達成するために身
に付けるべき内容

事前の準備やウォーミングアップ，事後の片付けやクーリングダウンを積極的に行い，運
動に適した服装や態度の重要性を理解した上で，各授業項目（各種目）について，自主的
かつ意欲的に活動に取り組める．これらの内容を満足することで，学習・教育目標の（A-
2）の達成とする．

成績評価
上記（学習・教育目標を達成するために身につけるべき内容）に従い，100点満点で（A-
2）を評価し，合計の6割以上獲得した者をこの科目の合格者とする．

教材
参考書：最新スポーツルール（大修館書店）
指定の運動着，Tシャツ，ポロシャツ，専用シューズ(体育館，テニス).

オフィスアワー
内山，児玉：毎週火曜日16:00～17:00．ただし，出張などで不在の場合がある．黒岩教
員担当講座は授業の前後に聞いて下さい．緊急の場合は体育教員が対応します．


